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令
和
２
年
市
区
町
村
別
生
命
表（
厚
生
労
働
省
）に
お
い
て
、横
浜
市

の
平
均
寿
命
は
全
国
平
均
を
上
回
る
と
と
も
に
、男
性
に
つい
て
は
青
葉

区（
83
・
９
年
）が
全
国
２
位
、都
筑
区（
83
・
３
年
）が
同
８
位
に
入
り

ま
し
た
が
、女
性
は
10
位
以
内
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

区
別
に
見
る
と
、男
性
は
青
葉
区
と
最
も
低
い
中
区（
79
・
５
年
）と

は
４
・
４
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。女
性
で
最
も
高
い
青
葉
区（
88
・
８

年
）と
最
も
低
い
南
区（
87
・
３
年
）と
の
差
は
１
・
５
年
と
な
って
い
ま

す
。な

お
、市
区
町
村
別
生
命
表
は
５
年
お
き
に
作
成
さ
れ
、年
齢
ご
と

の
平
均
余
命
を
推
計
し
、０
歳
の
平
均
余
命
が「
平
均
寿
命
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。横
浜
市
の
平
均
寿
命
は
、平
成
27
年
か
ら
の
５
年
間
で
、男
性

は
81
・
５
年
か
ら
０
・
８
年
、女
性
は
87
・
３
年
か
ら
０
・
８
年
延
び
て

い
ま
す
。

平
均
寿
命
と
と
も
に
、近
年
は「
健
康
寿
命
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
は
、健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
を
示
す
も
の
で
、横
浜
市
の
健
康
寿
命
は
、２
０
２
２

（
令
和
４
）年
の
時
点
で
、男
性
が
73
・
10
年
、女
性
が
74
・
49
年
で
す
。

平
均
寿
命
が
伸
び
る
中
、平
均
寿
命
の
伸
び
以
上
に
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
、個
人
の
生
活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
観
点
だ
け
で
は
な
く
、社

会
的
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

な
お
、平
均
寿
命
と
の
差
は
、男
性
が
８
・
24
年
、女
性
が
12
・
86
年

と
な
って
い
ま
す（
図
２
）。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

女
性
は
88
・
1
年
、男
性
は
82
・
３
年

全
国
上
位
の
平
均
寿
命

注
目
さ
れ
る
健
康
寿
命

市町村別平均寿命 上位10市町村図1
令和２年市区町村生命表（厚生労働省）

健康寿命と平均寿命との比較（令和４年）図2
横浜市健康福祉局

平均睡眠時間［全国・横浜市］（12歳以上）図3
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省）

喫煙［全国・横浜市］（20歳以上）図4
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省） 
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横浜市

全　国
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

健
康
に
関
わ
る
生
活
習
慣
等
と
し
て
、平
均
睡
眠
時
間
、喫
煙
、飲

酒
、悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の
状
況
に
つい
て
、横
浜
市
と
全
国
を
比
較
す
る
と
、

平
均
睡
眠
時
間
は
男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ
り
も
比
較
的
短
い
睡
眠

時
間
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、喫
煙
は
男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ

り
も「
吸
わ
な
い
」割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。飲
酒
に
つい
て
は
休
肝

日
※
を
設
け
る
人
の
割
合
が
全
国
よ
り
も
高
く
な
って
い
ま
す（
図
３
～

５
）。悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
人
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
も
男
性
で

高
く
、女
性
で
低
く
な
って
い
ま
す
。

睡
眠
、喫
煙
、飲
酒
な
ど
、生
活
習
慣
か
ら
見
る

市
民
の
特
徴

　

健
康
に
関
わ
る
生
活
習
慣

※
休
肝
日
：
肝
臓
を
休
め
る
た
め
に
週
に
１
日
以
上
飲
酒
し
な
い
日

を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
造
語
。（
厚
生
労
働
省
）

令
和
６
年
度
横
浜
市
民
ス
ポ
ー
ツ
意
識
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、18

歳
以
上
の
人
が
週
に
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
割
合
は

53
・
０
％
で
、令
和
５
年
度
か
ら
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、運
動
不
足
だ
と
感
じ
て
い
る
割
合
は
77
・
８
％
で
、令
和
５
年

度
か
ら
６
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、運
動
を
し
て
い
て
も
運
動
不

足
と
感
じ
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、過
去
１
年
間
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
の
割
合
は
、男
性
で
は
肺
が
ん
の
検
診
が
43
・

６
％
で
最
も
高
く
、大
腸
が
ん
検
診
が
40
・
２
％
、胃
が
ん
検
診
が
39
・

４
％
と
な
って
い
ま
す
。女
性
で
は
乳
が
ん
検
診
が
34
・
４
％
で
最
も
高

く
、肺
が
ん
が
33
・
９
％
、子
宮
が
ん（
子
宮
頸
が
ん
）検
診
が
33
・
０
％

と
な
って
い
ま
す
。全
体
と
し
て
、受
診
率
は
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い

ま
す（
図
６
）。

２
０
２
３（
令
和
5
）年
10
月
の
時
点
で
、市
内
の
医
療
機
関
は
、病

院
が
１
３
２
、一
般
診
療
所
が
３
２
３
４
、歯
科
診
療
所
が
２
１
２
８
か

所
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、医
療
機
関
の
う
ち
病
院
の
病
床
数
は
２
万

延
べ
患
者
数
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
、

医
療
費
は
増
加
傾
向

　

医
療
機
関
の
利
用
等

0 20 40 60 80 100

横浜市

全国

横浜市

全国

（％）

男
性

女
性

 25.5% 7.5% 7.4%  5.4% 44.2%

 22.1% 8.9% 8.6% 10.6% 6.5% 42.3%

7.9% 6.9% 5.8% 70.3%

7.7% 8.4% 6.5% 68.1%

毎日
週５～６日

週３～４日
週１～２日

月１～３日 不詳
ほとんど飲まない・やめた・飲まない

 1.5%

1.0%

1.4%

8.6%

3.3% 4.3%

3.0% 1.3%4.8%

飲酒［全国・横浜市］（20歳以上）図5
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省）
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性
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横浜市のがん検診受診率図6
国民生活基礎調査（厚生労働省）
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市内病院の患者数の推移図7
横浜市統計書
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７
８
３
９
床
で
、い
ず
れ
も
近
年
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、患
者
数
に
つい
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
大
き
く
減
少
し
、市
内
の
病
院
の

外
来
患
者
延
数
、在
院
患
者
延
数
と
も
に
横
ば
い
と
な
って
い
ま
す（
図

７
）。一

方
、全
国
の
資
料
と
な
り
ま
す
が
、当
該
年
度
内
の
医
療
機
関
等

に
お
け
る
保
険
診
療
の
対
象
と
な
り
得
る
治
療
費
用
を
推
計
し
た「
国

民
医
療
費
」の
推
移
を
見
る
と
、前
年
度
を
下
回
る
年
度
は
あ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
８
）。ま
た
、こ
の
国

民
医
療
費
を
年
齢
階
級
別
で
見
る
と
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
度
で
は
、

65
歳
未
満
の
人
口
一
人
当
た
り
国
民
医
療
費
は
21
万
８
０
０
０
円
、65

歳
以
上
で
は
79
万
７
２
０
０
円
と
な
って
い
ま
す
。

市
内
の
病
院
等
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
で

は
、人
口
10
万
人
当
た
り
の
平
均
外
来
患
者
数
は
７
０
８
・
８
人
で
、全

国
平
均
の
９
７
９
・
２
人
の
約
７
割
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、平
均
在
院

患
者
数
は
５
９
２
・
３
人
で
、全
国
平
均
の
９
１
５
・
３
人
の
約
６
割
と

な
って
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、救
急
車
両
に
よ
る
救
急
数（
救
急
搬
送
人

員
）は
増
加
し
て
お
り
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
は
20
万
人
を
超
え
ま
し

た
。搬
送
数
の
69
・
０
％
が
急
病
、19
・
４
％
は
一
般
負
傷
に
よ
る
も
の

で
す（
図
９
）。ま
た
、年
齢
別
で
は
65
歳
以
上
が
58
・
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

な
お
、熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
数
は
、過
去
最
多
で
あ
っ
た
、２
０

１
８（
平
成
30
）年
の
１
７
１
１
人
を
上
回
り
、令
和
７
年
は
、１
７
２
７

人
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
全
国
に
お
け
る
死
因
別
死
亡
数
の
割
合
の

上
位
は
、悪
性
新
生
物〈
腫
瘍
〉、心
疾
患
、老
衰
、脳
血
管
疾
患
、肺
炎
の

順
で
す
が
、横
浜
市
に
お
い
て
は
、２
位
以
下
は
老
衰
、心
疾
患
、脳
血
管

疾
患
、誤
嚥
性
肺
炎
の
順
と
な
って
い
ま
す（
図
10
）。

死
因
は
悪
性
新
生
物〈
腫
瘍
〉、

老
衰
、心
疾
患
の
順

医
療
機
関
を
利
用
す
る
割
合
は

全
国
平
均
よ
り
も
低
い
傾
向
が
続
く

救
急
搬
送
は
年
々
増
加
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※ 「心疾患」は「心疾患（高血圧性を除く）」、
 「血管性等の認知症」は「血管性及び詳細不明の認知症」である。
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